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今回のテーマは視覚障害者への対応

　令和元年 6 月 13 日，衆議院第一議員会館で，自由
民主党眼科医療政策推進議員連盟（以下，眼科議連）
総会が行われました。この眼科議連は自由民主党国会
議員 116 名によって構成され，年 1-2 回の総会で眼
科医療についてのテーマをディスカッションしていま
す。過去の主なテーマは，2 年に一度訪れる「診療報
酬改定」について，ビジョンバンによる自民党本部で
の「緑内障詳細検診」等が取り上げられましたが，今
回は日本眼科医連盟が「視覚障害者を取り巻く問題」
をテーマとして提供し，開催されました。この眼科議
連総会は，議員や関連省庁に，眼科医の声を直接届け
ることができる非常に貴重な機会です。
　演者は日本眼科医連盟から依頼を受けた日本眼科医
会が選定しました。今回の演者は，白根雅子会長と眼
科公衆衛生のスペシャリストである平塚義宗理事が担
当しました。政治家を含めた一般の方に必ずしも正確

に理解されていない視覚障害者にまつわる諸問題につ
いて説明が行われ，視覚障害者用補助機器の実演， 
そして熱を帯びたディスカッションが繰り広げられ 
ました。
　眼科議連総会には多くの議員に加え，厚生労働省，
日本眼科医会をはじめとした眼科関連諸団体が参加し
て討論が繰り広げられるのが通常ですが，今回は文部
科学省，経済産業省，さらには内閣府からも担当者が
参加し，視覚障害者対応への関心の高さが示されまし
た。さらに今回は視覚障害者関連団体も参加し，会議
室の椅子配置を変えなければいけないほどの多くの方
が参加しました。
　井上信治眼科議連事務局長の開会宣言に続き，田村
憲久眼科議連会長から「視覚障害者の方々の，より良
い生活向上のために勉強をしていきたい」との挨拶を
受け，総会が始まりました。高野繁代表からは，眼科
医療者として，患者に対しての新しい治療技術の開発，
健常者に対しての新しい検診制度の創設，視覚障害者
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が紹介されました。社会への啓発推進として，2020
東京パラリンピックに向けて，日本眼科学会と日本眼
科医会が共同で進める「アイするスポーツプロジェク
ト」が紹介されました。
　白根会長からは，「視覚障害者は，一歩外に出ると命
の危険にさらされている。命を守るために必要な教育
を学校で視覚健常者に行うこと，日常生活用具を国の
主導によりさらに的確に支給できるようにしていただ
きたい」，という要望がなされました。

視覚障害者の85％が読むことに困っている。

新しい視覚支援機器の速やかな認定が必要！

　次に平塚理事から情報バリアフリーにおける視覚バ
リアフリー（視覚を補う最新機器の導入と開発）につ
いての説明がありました。視覚障害者の 85％は「読む
こと」に困っており，「書くこと」よりも「読むこと」
の頻度が高いことから，「時代に合った視覚支援機器の
迅速な導入・開発への支援」についての要望が出され
ました。日々進歩する IT 技術により，より使いやすい
視覚支援機器が開発されてきていることが説明され，
暗所視支援眼鏡や文字を音声で読み上げる眼鏡が紹介
されました。暗所視支援眼鏡装用により，介助なくス
ムースに歩行可能となる網膜色素変性患者の映像が示

に対しては健常者と共生できる環境の整備の重要性が
説明されました。

健常者と視覚障害者が共生できる社会の実現を

　講演では，白根会長が「日本眼科医会が推進する視
覚障害者支援（ロービジョンケア）」について，資料に
基づき説明しました。少子高齢化社会の中で，視覚障
害者が増加することが予想され，その一方で介護者が
減少するという問題が重なり，健常者と障害者が共生
できる社会の実現が重要であることが力説されました。
続いて，それに対する日本眼科医会の現在の取り組み
と今後の目標について説明が行われました（表 1）。
　今後の目標のひとつめである情報バリアフリー達成
のために，新しい IT 技術によって生み出されている視
覚補助機器を障害者に対する支援機器として迅速に認
定することが要望されました。
　社会のバリアフリー達成のためには，健常者が視覚
障害者への対応をスムースに出来るような学校教育を
要望しました。これに対し文部科学省からは，学校に
おける交流及び共同学習を通じて障害のある子供を理
解するよう心のバリアフリーの推進に取り組んでいる
という説明がありました。具体的には，学校体育の中
やオリンピック・パラリンピックを通じての取り組み

白根会長

高野代表

機器の説明

平塚理事
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され，文字を音声で読み上げる眼鏡（オトングラス）
についての実演も行われました。オトングラスの素晴
らしい機能に，会場からは驚きの声があがりました。
一方でこのような新しい視覚支援機器の一般における
認知が低く，補装具や日常生活用具にも認定されてい
ないため，普及が進まず，そのために開発企業の経営
を圧迫し新規機器の開発が妨げられるという悪循環が
指摘されました。参加した議員からも，視覚支援機器
開発企業への助成や税制面での優遇をすべきという意
見が出されました。また，医学的エビデンスがあれば，
医療機器としてのアプローチという方法もあるのでは
ないかという意見が議員から出されました。

　日本眼科医会は，眼科医による視覚障害者支援（ロー
ビジョンケア）を推進しています。見えなくなる患者
への対応はもちろんですが，見えなくなってしまった方
へも眼科医として手を差し伸べる活動を進めていきます。

表 1

【日本眼科医会の現在の取り組み】
・スマートサイトの構築
・災害時の視覚障害者支援
・視覚障害者支援活動への助成

【日本眼科医会の目標】
・情報のバリアフリー：視覚支援機器の迅速導入
・社会のバリアフリー：学校教育，社会への啓発推進

　自民党の「眼科医療政策推進議員連盟」（田村憲久会
長）は 13 日の総会で，視覚を補う最新機器の開発と導
入について開発企業や日本眼科医会から説明を受けた。
眼科医会は開発における課題として「もうかるかどうか
が分からない状況で，企業からなかなかお金を出しても
らえない状況」と指摘。「継続して資金を受けられるシ
ステムが必要」などと，医薬品開発と同様の課題を提起
した。

視覚補助機器開発の課題など，眼科医会から意見聴取

自民・眼科議連

　参加議員からは「税制面でも優遇が必要」との見解も
示されたほか，田村会長は「視覚障害者の方々を含め，
障害者の方々に対して（社会として）十分な認識ができ
ていない。どうやって変えていくか，しっかり取り組み
たい」と述べた。

（以上メディファックスウエブ 2019 年 6 月 13 日号の記事より）
［許諾番号20190701_03］株式会社じほうが記事利用を許諾しています。

日　時：2019 年 6 月 13 日

眼 科 医 療 政 策 推 進 議 員 連 盟

衆
議
院

麻生　太郎 逢沢　一郎 石破　　茂 河村　建夫 鴨下　一郎 山本　幸三 塩谷　　立 原田　義昭 田村　憲久 平沢　勝栄 遠藤　利明 岩屋　　毅
福岡 8 区 岡山 1 区 鳥取 1 区 山口 3 区 東京 13 区 福岡 10 区 静岡 8 区 福岡 5 区 三重 1 区 東京 17 区 山形 1 区 大分 3 区

櫻田　義孝 山口　泰明 松本　　純 金子　恭之 後藤田正純 𠮷川　貴盛 上川　陽子 後藤　茂之 松島みどり 井上　信治 菅原　一秀 西村　康稔
千葉 8 区 埼玉 10 区 神奈川 1 区 熊本 4 区 徳島 1 区 北海道 2 区 静岡 1 区 長野 4 区 東京 14 区 東京 25 区 東京 9 区 兵庫 9 区

岸　　信夫 秋葉　賢也 赤澤　亮正 小里　泰弘 永岡　桂子 秋元　　司 山際大志郎 寺田　　稔 左藤　　章 城内　　実 あかま二郎 越智　隆雄
山口 2 区 宮城 2 区 鳥取 2 区 鹿児島 3 区 比・北関東 東京 15 区 神奈川 18 区 広島 5 区 大阪 2 区 静岡 7 区 神奈川 14 区 比・東京

亀岡　偉民 木原　誠二 髙鳥　修一 とかしきなおみ 冨岡　　勉 平口　　洋 牧原　秀樹 松本　文明 齋藤　　健 原田　憲治 長尾　　敬 安藤　　裕
比・東北 東京 20 区 新潟 6 区 大阪 7 区 比・九州 広島 2 区 比・北関東 比・東京 千葉 7 区 大阪 9 区 大阪 14 区 京都 6 区

池田　佳隆 今枝宗一郎 大岡　敏孝 大見　　正 鬼木　　誠 神田　憲次 工藤　彰三 古賀　　篤 小島　敏文 小林　史明 斎藤　洋明 白須賀貴樹
比・東海 愛知 14 区 滋賀 1 区 比・東海 福岡 2 区 比・東海 愛知 4 区 福岡 3 区 比・中国 広島 7 区 比・北陸信越 千葉 13 区

新谷　正義 高橋ひなこ 武井　俊輔 武部　　新 田中　英之 田畑　裕明 辻　　清人 長坂　康正 福山　　守 藤井比早之 藤丸　　敏 堀内　詔子
広島 4 区 比・東北 宮崎 1 区 北海道 12 区 京都 4 区 富山 1 区 東京 2 区 愛知 9 区 比・四国 兵庫 4 区 福岡 7 区 山梨 2 区

牧島かれん 三ツ林裕巳 宮内　秀樹 宮澤　博行 山田　美樹 上野　宏史 金子万寿夫 大隈　和英 神谷　　昇 谷川　とむ 船橋　利実 安藤　高夫
神奈川 17 区 埼玉 14 区 福岡 4 区 静岡 3 区 比・東京 比・南関東 鹿児島 2 区 比・近畿 比・近畿 比・近畿 比・北海道 比・東京

上杉謙太郎 国光あやの 佐藤　明男 高村　正大
比・東北 茨城 6 区 比・北関東 山口 1 区

参
議
院

尾辻　秀久 衛藤　晟一 林　　芳正 武見　敬三 有村　治子 中川　雅治 松下　新平 猪口　邦子 福岡　資麿 石井みどり 古川　俊治 丸川　珠代
鹿児島 比例 山口 東京 比例 東京 宮崎 千葉 佐賀 比例 埼玉 東京

大家　敏志 石田　昌宏 島村　　大 滝波　宏文 羽生田　俊 堀井　　巌 舞立　昇治 三宅　伸吾 和田　政宗 小川　克巳 佐藤　　啓 自見はなこ
福岡 比例 神奈川 福井 比例 奈良 鳥取 香川 宮城 比例 奈良 比例

進藤金日子 松川　るい 宮島　喜文
比例 大阪 比例
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　自民党の「眼科医療政策推進議員連盟」（田村憲久会
長）の総会が 29 日に開かれ，日本眼科医連盟と日本眼
科医会は，緑内障の公的検診プログラムを創設するよう
提案した。同連盟委員長で同会前会長の高野繁氏は，緑
内障の特徴について▽自覚症状がほとんどなく，放置さ
れることが多い▽視覚障害を起こす原因疾患の第 1 位
▽早期発見すれば，視覚障害に至らずに済ませられる可
能性が高い―と強調した。
　同会の加藤圭一常任理事は，今年 5 月に自民党本部
で実施した眼科検診の結果を報告。国会議員や秘書ら約
250 人のうち 15.9％に緑内障の疑いがあり，このうち
90％は自覚がなかった。加藤常任理事は「自覚があった
10％の方も，過去の検診で『緑内障だ』と言われた方が
半数いた。緑内障は検診を受けないと発見できない病気
であることが，今回のデータから読み取れる」と訴えた。
　また杏林大医学部眼科学教室の山田昌和教授は，厚生
労働省科学研究費補助金による成人眼科検診の有用性・
実施可能性に関する研究の経過を紹介。2017 年 6 月
から 12 月にかけて，特定健診を受診した 40 歳から
74 歳までの男女 1443 例を登録し，詳細な眼科検診
を実施したところ，11.4％が緑内障と確定診断できた

　永田町・自民党本部で，小泉進次郎厚生労働部会長・井上信治団体総局長らに対し，「緑内障公的検診の必要性」に 
ついての説明を行った。

緑内障の公的検診プログラム創設を提案　自民・眼科議連で眼科医会

と報告した。
　さらに▽眼科検診を実施すれば，医療の治療水準が現
状のままであっても，緑内障や糖尿病網膜症など 5 疾患
全体で 36％の失明者を減少できる▽費用対効果（ICER）
は 111 万円 /QALY と良好―と説明。成人眼科検診を実
施した場合，増加する費用と減少するはずの費用が生じ
るが，将来的には，検診を実施しない場合より実施する
方が費用削減効果が大きくなるというデータも示した。
　田村会長は，同研究の期間が 16 年度から 18 年度ま
でとなっていることを踏まえ，今後の公的な成人眼科検
診実現の可能性を確認。厚労省は「同研究でいろんなこ
とが分かってきたが，次の課題として重要なのは『検診
をどういう形で進めたら最も効果が出るか』というこ
と。眼底検査のみでいいのか。眼底検査と眼圧などの検
査を組み合わせる方がいいのか。経済的効果を詳細に分
析するという課題もある」と説明した。また公的検診に
ついて，20 年度から見直しの検討が始まるとの見通し
を示した。

メディファクス　2018 年 11 月 29 日掲載
［許諾番号20190122_01］株式会社じほうが記事利用を許諾しています。

日　時：2018 年 11 月 29 日

日　時：2018 年 11 月 7 日

高野代表，前田執行副委員長，小泉衆議院議員，加藤執行委員 井上衆議院議員

左から，井上衆議院議員，
田村元厚生労働大臣，金子衆議院議員

左から福田・前田・篠田・山田・
加藤・高野各先生

自由民主党 国会議員の出席者

自民党 「予算・税制等に関する政策懇談会 （厚生関係 医療①）」 への出席について
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支　援　議　員
令和元年 7 月 22 日現在

組織内候補　参議院
1 羽生田たかし 自由民主党 比例令和元年　 当選 2 回

組織外候補　衆議院
1 河村　建夫 自由民主党 山口 3 区 当選 10 回
2 鴨下　一郎 自由民主党 東京 13 区　 当選 9 回
3 岸田　文雄 自由民主党 広島 1 区 当選 9 回
4 田村　憲久 自由民主党 三重 4 区　 当選 8 回
5 井上　信治 自由民主党 東京 25 区　 当選 6 回
6 赤沢　亮正 自由民主党 鳥取 2 区　 当選 5 回
7 寺田　　稔 自由民主党 広島 5 区 　 当選 5 回
8 今枝宗一郎 自由民主党 愛知 14 区　　 当選 3 回
9 大隈　和英 自由民主党 大阪 10 区　 当選 2 回
10 宗清　皇一 自由民主党 大阪 13 区 当選 2 回
11 国光あやの 自由民主党 茨城 6 区　 当選 1 回
12 桝屋　敬悟 公　明　党 比例中国ブロック 当選 8 回
13 山井　和則 国民民主党 京都 6 区　 当選 7 回
14 笠　　浩史 未 来 日 本 神奈川 9 区　 当選 6 回
15 階　　　猛 国民民主党 岩手 1 区　 当選 5 回

組織外候補　参議院
1 林　　芳正 自由民主党 山口令和元年　 当選 5 回
2 武見　敬三 自由民主党 東京令和元年　 当選 5 回
3 古川　俊治 自由民主党 埼玉令和元年　 当選 3 回
4 自見はなこ 自由民主党 比例平成 28 年 　 当選 1 回
5 松川　るい 自由民主党 大阪平成 28 年　 当選 1 回
6 秋野　公造 公　明　党 比例平成 28 年 　 当選 2 回
7 桜井　　充 国民民主党 宮城平成 28 年　 当選 4 回

平成 30 年度の会計報告
～連盟活動を生かしましょう～

会計責任者　皆良田研介

　日本眼科医連盟会費，寄付金を連盟本部が直接徴収す
ることで，ご支援いただく先生方には多大なご協力を
賜っていることにお礼申し上げます。
　平成30年度日本眼科医連盟の会計報告をさせていた
だきます。当該年度は個人会費や寄付金で3,022万円
の収入があり，人件費，事務所費等の経常経費や政治活
動費などで 2,286 万 3,842 円の支出がありました。
平成30年度は選挙関係費の支出がなく，経費の削減に
繋がり，繰越金は前年度より700万円ほど多い7,462
万 487円となりました。
　ただ，本年（令和元年）度は参議院議員選挙もあり，
連盟活動は活発化し，支出増が予想されます。平成30
年度末で，3,565名の先生方が日本眼科医連盟に入会
されておられますが，より多くの先生方のご参加をいた
だきたく存じます。
　「医政なくして医療なし」，来年度の次期診療報酬改定

に繋がる架け橋の一端が連盟活動であることをご理解い
ただき，日本眼科医連盟未入会の先生方におかれまして
は，是非の入会をお願いするところです。

平成 30 年度日本眼科医連盟
収　支　報　告　書

（自 H 30.1.1 ～ 至 H 30.12.31）
日本眼科医連盟　　報告年月日　Ｈ 31．2．9
１　収入総額 97,484,329
　　　前年繰越額 67,264,329
　　　本年収入額 30,220,000
２　支出総額 22,863,842
　翌年への繰越額 74,620,487
３　本年収入の内訳
　個人の党費・会費（3,417人） 29,990,000
　寄附 200,000
　　個人分 （200,000）
　その他の収入 30,000
　　団体 （30,000）
４　支出の内訳
　経常経費 10,138,684
　　人 件 費 1,816,160
　　光熱水費 227,574
　　備品・消耗品費 9,088
　　事務所費 8,085,862
　政治活動費 12,725,158
　　組織活動費 7,933,685
　　選挙関係費 4,406
　　機関紙誌の発行その他の事業費 2,373,953
　　　機関紙誌の発行事務費 （2,290,869）
　　　宣伝事業費 （83,084）
　　調査研究費 7,114
　　寄附・交付金 2,406,000

本年収入額 支出総額 翌年への繰越金
26 年度 28,609,940 48,286,084 57,574,939

27 年度 31,970,000 31,859,550 57,685,389

28 年度 30,435,000 20,844,360 67,276,029

29 年度 30,105,000 30,116,700 67,264,329

30 年度 30,220,000 22,863,842 74,620,487

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

80,000,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

本年収入額 支出総額 翌年への繰越金



日本眼科医連盟　℡ 03（5765）5121　http://www.gankairenmei.jp/6｜ No. 33 August. 26｜2019

GANKAI   RENMEI   NEWS

眼科医が安心して診療に打ち込む事が出
来るように，眼科医連盟が活動していま
す。高い加入率が安定した眼科医療体制
の維持に不可欠と思います。
� （北海道・網野　泰文）

医療のすべての問題は医政の場で決着し
ます。日本眼科医連盟の使命は重要です。
さらに組織を強固にするためには会員数
の増加が不可欠です。
� （岩手県・森　　敏郎）

役　職 氏　名

代　　　表 高野　　繁

執行委員長 白根　雅子

副執行委員長

前田　利根

小沢　忠彦

野中　隆久

役　職 氏　名

執 行 委 員

福下　公子

川野　晃嗣

加藤　圭一

会計責任者 皆良田研介
会計責任者
職務代行者 福田　敏雅

監　　　事
山岸　直矢

山口　達夫

日本眼科医連盟　令和元年度役員

会員からのご意見 臨床的に回復が期待できない患者の社会
的，心理的回復には法整備が必須。患者
が失明しても，失望しない社会を眼科医
療全体で作りましょう。
� （兵庫県・三宅　　琢）

ロービジョンを取り上げて下さいまし
て心より御礼申し上げます。このよう
な眼科医療になくてはならない場を作
られたことに敬意を表します。
� （兵庫県・仲泊　　聡）

昨年， 自民党の 「眼科医療政策推進議員
連盟総会」 があり， 眼科検診について議
員と厚労省との間で質の高い質疑応答
は大変心強く，実現に向け支援してい
きましょう。� （島根県・清水　正紀）

この 1 年間に，連盟にご意見を寄せてくださった会員の中
から，地域のバランスを考えてお願いしました。

国民の目を守るためにも，また，同時に
我々眼科医の労働環境を守るためにも，
眼科医連盟の活動に期待しています。
� （愛媛県・原　　祐子）

正しい眼科医療の法整備や行政への働き
かけは，眼の大切さを一般の人々が知る
良い手段である。日本眼科医連盟の益々
のご活躍を期待したい。
� （東京都・増田寛次郎）

眼を守りたい，次の世代へと，熱意をも
ち勤務医も診療・研究・教育に研鑽して
います。熱意の実現には医政の力も必要
です。連盟を頼りにしております。
� （東京都・篠崎　和美）

よく，他科の先生に，眼科医連盟を羨ま
しがられます。医師の数％しか占めない
眼科医が人数以上の力を示すことができ
るのは，連盟との連携があってこそと感
謝しています。� （愛知県・長屋　祥子）

皆さまからのご意見をお待ちしています！
ご要望・ご提案・お叱り・応援，何でも結構で
す。いつでも，下記へお寄せください。

（連盟用 FAX 番号　03-5765-5122）


